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日本の資源と産業 名前

問1 日本の資源や食料の需給状況について述べた文として、統計的な事実と一致するものはどれですか。なお、木材と米の需要・生産動向に基づき
判断しなさい。 （2026年 岡山県公立入試 類似）

1. 木材は国内生産量が総需要量を大
きく上回っており、自給率が100％
を超えている。

2. 米は海外からの輸入が急増したた
め、国内生産量が需要量を大きく下
回っている。

3. 木材は需要量・生産量ともに増加
しており、完全に国内生産のみでま
かなわれている。

4. 米は需要量と生産量がともに減少
傾向にあるが、自給率は比較的高い
水準を維持している。

問2 地形図上で「3つの点が三角形の形に並んでいる地図記号」が広く分布している地域について、その土地利用の背景や特徴を説明した文として正
しいものを次の中から選びなさい。 （2017年 山形県公立入試 類似）

1. リンゴやミカンなどの果実を収穫
するため、平坦な土地が活用されて
いる。

2. 水分を蓄えやすい低地を利用して
、稲作が盛んに行われている。

3. 水はけの良い台地や傾斜地を利用
して、茶などの栽培が行われている
。

4. 建築用の木材を確保するために、
冷涼な気候の山岳地帯に針葉樹が植
えられている。

問3 日本の工業地帯や工業地域は、関東地方から九州北部にかけて、瀬戸内海沿岸などを通り帯状に連なるように集中しています。この日本最大の
工業集積地域を何と呼びますか。 （2021年 愛媛県公立入試 類似）

1. 太平洋ベルト 2. 日本海側工業地帯 3. 山陰・北陸産業ライン 4. 中央高地工業地域

問4 静岡県を中心に広がる東海工業地域について、その産業上の特徴を説明したものとして最も適切なものを選びなさい。 （2018年 静岡県公立入試 類似）

1. 浜松市でのオートバイや楽器、富
士市での製紙業など、特定の都市で
特色ある産業が発達している。

2. 日本最大の工業出荷額を誇り、愛
知県を中心に自動車工業が極めて高
度に集中している。

3. 京浜工業地帯の過密化に伴い、内
陸部の高速道路沿いに電子部品など
の工場が進出して形成された。

4. 北陸地方の豊かな水力を利用した
化学工業や、伝統的な繊維工業が中
心となっている。

問5 ある地方の町において、総人口に占める65歳以上の人口の割合が約38%に達し、全国平均の約20%を大きく上回る状況が見られます。このよう
に、特定の年齢層の割合が高まることで生じる社会的な課題と、その対象となる人口区分の名称の組み合わせとして最も適切なものを次から選
びなさい。 （2023年 福岡県公立入試 類似）

1. 老年人口の割合が低下し、都市部
への人口流入が加速する過密化

2. 年少人口の割合が高まり、教育施
設の増設が必要になる過疎化

3. 老年人口の割合が高まり、福祉サ
ービスの維持や労働力不足が課題と
なる高齢化

4. 生産年齢人口の割合が高まり、年
金制度の維持が困難になる少子化

問6 日本の諸地域の産業を比較した際、米や果実などの農業産出額に対して、製造品出荷額が14兆円を超えるほど非常に高い数値を示し、工業が県
の産業において大きな割合を占めている県はどこですか。 （2026年 新潟県公立入試 類似）

1. 和歌山県 2. 茨城県 3. 静岡県 4. 山形県

問7 日本におけるレタスの生産状況について、2022年の統計で年間約18万2600トンという全国最大の生産量を記録した都道府県は、冷涼な気候を
活かして夏から秋にかけて出荷を行う「抑制栽培」が盛んです。この都道府県はどこですか。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. 静岡県 2. 茨城県 3. 長崎県 4. 長野県

問8 日本の主要穀物である米の収穫量において、新潟県に次いで第2位の収穫量を誇る北海道の稲作に関する説明として、最も適切なものはどれです
か。 （2016年 山口県公立入試 類似）

1. 広大な土地を活用した大規模な機
械化農業が行われている

2. 都市部への出荷を目的とした施設
園芸農業が中心である

3. 温暖な気候を利用して年に2回米
を作る二期作が行われている

4. 山がちな地形を活かした棚田での
栽培が収穫量の大半を占める

問9 日本各地で導入が進んでいる再生可能エネルギーのうち、風力発電の設置場所として最も適している条件を説明したものを選びなさい。 （2023年

佐賀県公立入試 類似）

1. 火山活動が活発で、地下の地熱を
利用しやすい内陸の山岳地帯

2. 一年を通して晴天日数が多く、広
大な面積を確保しやすい九州南部の
平野部

3. 年間を通じて風量が安定しており
、地形の障害物が少ない海岸付近や
洋上

4. 大規模なダムを建設するために必
要な、急峻な地形と豊かな水量を持
つ河川の上流

問10 日本は国土が狭く資源が乏しいため、古くから独自の貿易形態を発展させてきました。海外から石油や鉄鉱石などの原料や燃料を輸入し、それ
らを国内の工場で高度な技術を用いて自動車や機械などの工業製品につくりかえ、再び海外へ輸出する貿易の形態を何といいますか。 （2016年

滋賀県公立入試 類似）

1. 垂直分業 2. 加工貿易 3. 中継貿易 4. 自由貿易

問11 日本の食料自給率に関する統計において、生産量が約200千トンであるのに対し、輸入量が約2,762千トンに達し、国内自給率が約7%にとどま
っている農作物はどれですか。 （2018年 富山県公立入試 類似）

1. 大豆 2. 米 3. 小麦 4. キャベツ

問12 日本国内における清涼飲料水の生産状況について、茶系飲料とミネラルウォーター類の合計生産量が占める割合の説明として、正しいものはど
れですか。国内の総生産量が1700万kLを超えている状況をふまえて答えなさい。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1. 果実飲料が最も生産量が多く、茶
系飲料とミネラルウォーター類の合
計を上回っている。

2. コーヒーの出荷額が急速に伸び、
単独で1兆円を超える最大の品目とな
っている。

3. 茶系飲料とミネラルウォーター類
の2品目を合わせると、全生産量の5
0パーセントを超えている。

4. 炭酸飲料の生産量が、ミネラルウ
ォーター類の生産量の3倍以上に達し
ている。

問13 地域の自然環境や伝統的な文化を観光資源として活用する際、単なる見物にとどまらず、それらへの理解を深めることで環境保全と持続可能な
利用を両立させようとする観光のあり方を何と呼びますか。 （2023年 滋賀県公立入試 類似）

1. グリーンツーリズム 2. マスツーリズム 3. エコツーリズム 4. バリアフリーツーリズム

問14 米の収穫量の上位を新潟県、北海道、秋田県などの地域が占めている要因の一つとして、地理的な背景から説明した文として正しいものはどれ
ですか。 （2016年 山口県公立入試 類似）

1. 二毛作を行うために、冬でも温暖
な気候条件が整っているため

2. 冬の積雪が春に豊富な農業用水と
なり、広い平野部での栽培に適して
いるため

3. 台風の影響を受けにくいため、一
年を通じて温暖な気候が維持される
ため

4. 火山灰が堆積した水はけの良い土
地が、稲の成長に最適であるため


